予防的回避によるケイパビリティの制約と共同性の喪失　―避難区域外原発事故被害の核心― by 成 元哲
















　われわれ「福島子ども健康プロジェクト」は 2013 年から毎年 1 月に、
福島県中通り 9 市町村（福島市、郡山市、二本松市、伊達市、本宮市、桑
折町、国見町、大玉村、三春町）に在住する 2008 年度出生児（08 年 4 月
2 日～ 09 年 4 月 1 日生まれ）6191 名全員とその母親（保護者）を対象に、
「原発事故後の親子の生活と健康に関する調査」を実施してきた。2012 年
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は、2013 年 1 月の第 1 回調査では 12 項目を「事故直後」「事故半年後」「こ
の 1 カ月間」の 3 つの時期に分けて質問した。第 2 回調査以降は上記に加
え、「放射能に関してどの情報が正しいのかわからない」、「原発事故後、
福島に住んでいることでいじめや差別を受けることに対して不安を感じ
る」の 2 項目を追加して 14 項目となった。ここでは、2013 年 1 月から 18
年 1 月までの「7 時点」の原発事故後、生活変化の傾向を〈表 1〉に示す。
親子の生活変化として、回答には大きく四つの特徴が認められる。なお、
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使用しない 90.5 84.5 50.2 39.3 28.5 21.8  16.1  15.0 
洗濯物の外干し
しない 93.9 80.5 44.9 36.4 32.3 26.5  23.7  24.3 
保養への意欲 91.5 89.0 74.8 66.0 55.1 44.5  39.4  40.4 
避難願望 85.0 74.5 45.7 31.8 24.5 20.0  14.9  17.0 
健康影響の不安 95.2 91.3 79.5 63.7 58.5 51.4  46.9  46.1 
子育ての不安 92.9 87.3 71.8 60.3 50.7 42.8  37.4  34.7 
親子関係が不安定 16.3 14.8 9.6 8.1 5.5 5.3  5.0  4.5 
情報不安 　 　 　 75.4 69.6 63.7  57.9  60.8 
配偶者との認識
のずれ 32.8 28.2 18.8 21.1 17.2 16.2  14.0  15.3 
両親との認識の
ずれ 35.3 31.1 24.5 25.8 20.7 20.4  19.1  18.6 
周囲との認識の
ずれ 39.2 36.6 29.9 28.0 23.0 22.4  18.3  19.8 
補償の不公平感 73.7 74.8 73.0 70.8 70.2 67.4  63.4  68.1 
経済的負担 84.2 80.7 70.4 65.2 58.8 50.5  43.6  43.3 
いじめや差別へ





































































































































　「健康」に関する不安は自由回答全体のなかで一貫して 2 ～ 3 割を占め、
2015 年からは最も多い。「健康」のなかでも最も多いのは、「子どもの将

































難）」、「除染」に関する声である。第 1 回と第 2 回では放射能の不安から「外









































2017 年 1 月の調査で急増し、自由回答全体で 2 割以上に達している。「原
発いじめ」の報道により「人間関係」への不安が増幅している。一方、「周


























































































































































































































































































































































表 2 予防的回避による不自由 ･ 共同性喪失リスト
予防的回避によるケイパビリティの制約と共同性の喪失（成） 245 （245）
　表 2 に示した予防的回避による不自由・共同性喪失を表している代表的

















































































Ⅰ A 3 家計的にはゆとりはないが家族 4 人暮らしていける今の状態だが、貯金
を使うしかなかった過去 5 年だったので、ギリギリの生活で、ここから










Ⅰ A 4 あの地を離れてしまったことに負い目を感じます。これは一生忘れな
い、消えない思いなんだなと感じています。（2016-594）














































Ⅰ A 7 11 年秋に、実家の理解と助けもあり、仙台に（実家に）避難しました。























く、原発事故をうらんだりします。今でも子供（2 年生 8 才）にとって
福島の家はボクの自慢の家だと話してくれます。うれしさとかなしさが
まざって複雑です。（2014-806）





















Ⅰ A 10 事故以前は、私の実家がある福島市内に家を持ちたいと考え、土地も探
していました。しかし、事故後は私以上に主人の方が子どもについて非
常に心配しています。その為、会津若松市内に土地を購入し長男が小学































Ⅰ B 11 子供達の水を買う家庭がほとんどです。福島の水は、以前とてもおいし
かったのに今は、スーパーやクリクラ（例）などの水で生活をしていま
す。年間 186,000 円が水代に消えます。（2014-218）





Ⅰ B 11 野菜なども、地元のものは、今もほとんど食べていませんが、以前は、
自宅の畑で作っていたものを食べていたので、金銭的にも負担がありま
す。自宅の畑で作った物はもう一生食べないと思います。（2015-532）
Ⅰ B 12 できる限りのことはやろうと水道水は飲まない、食材は県外の物を食べ
る、手洗いうがいの徹底などやってきました。それもかなりのストレス
でした。（2013-1491）
Ⅰ B 12 スーパーで売られている物はほとんどが野菜は東日本産、魚は太平洋側
産と避けたい食材ばかり、買い物がストレスに、流通している食材も実
は危険と知り、とても怖い。（2014-1073）




Ⅰ B 13 おじいちゃんの好きな家庭菜園、前は喜んでトマトやじゃが芋を食べて
いた子ども達。一昨年は作っても食べるのは祖父だけでした。またおい
しく何の影響もなく作って食べれるようになってほしい。（2013-1469）
Ⅰ B 13 私は畑もやっていたので、野菜など食べれない土になってしまい泣きま
した。（2015-220）

































































































Ⅰ C 19 外に出る家族が原発前よりかなり減ったので、子供が外で遊べず、子供
が友達を作る場所が減ったのがかわいそうだ。幼稚園での友達はいるが
近所で一緒に遊べる友達がおらずかわいそうです。（2013-584）




























Ⅰ C 21 震災後、外で遊べないことが普通となり、子どもたちが外で遊びたいと
いわなくなりました。普通ではないことが普通となっていることに不安
を感じます。（2014-1033）



















Ⅰ C 23 体力も落ちているのかと心配して、スポーツ教室やプールに行ったりお
金もかかり大変です。でも全て子供のためと思い忍ぶ毎日です。（2013-
646）
Ⅰ C 23 子供を安全に、安心して戸外あそびができる様、週末は時間とお金をか
けて県外（又は会津方面）へ出掛ける機会が増えています。正直、心と
体は働いてもいるのでクタクタです。（2013-2147）



























































Ⅰ C 28 秋に、住宅除染が終わり、庭先や家の周りで外遊びをさせていますが 4
年間の習慣（クセ）でしょうか、外遊びする子どもの姿を心から喜べな
い自分がいます。（2015-504）
Ⅰ D 29 いつまで保養を続けたら良いのか…身体もお金も気持ちもツライ。自分
自身も不調だが、最低でも月 2 回は県外に出掛けないと、と思いプレッ
シャー。（2016-59）


















Ⅰ D 30 夫は保養を安く行ける旅行と勘違いしてきており、夫婦間に温度差をと
ても感じている。（2017-34）
予防的回避によるケイパビリティの制約と共同性の喪失（成） 257 （257）











Ⅰ D 31 「保養」っていうコトバ、大嫌いです。「保養」しなければ生きていけ
ないような所に住んでいると言われているみたいで。（2017-499）
Ⅰ E 32 昨年、9 月に赤ちゃんがいるにも関わらず、年配のみの方の世帯よりも
全く優先されず、やっと自宅の除染が終わりました。見ず知らずの男性






Ⅰ E 32 除染作業にたずさわる方々の一部で良くないことのウワサもあり、小さ
い子供をもつ親としては治安が心配で、子どもだけでは決して遊びに行
かせられません。（2016-117）























Ⅰ E 33 近所の公園に、除染で出た汚染土壌が一時保管されることになってい
た。どうして子どもたちが遊ぶ場所に…。近くに公園があまりないので、
道路で遊ぶか、車で大きな公園に行くしかありません。（2017-860）









Ⅰ E 34 私の住む福島市北信地区の瀬上町では、最近ようやく住宅除染が行われ
るようになりました。喜ばしいことではありますが、少しずつ忘れかけ
ていた放射線への不安や実態をあらためてつきつけられ、とても心が沈










Ⅰ E 35 校・公園等の除染がすすみ、次は各家庭の除染を待っていたのですが、










Ⅰ E 36 除染をつづけても数値にあまり変わりはない。除染での工事車両で子供
の危険も増すし、空気も汚くなる。（2017-255）
予防的回避によるケイパビリティの制約と共同性の喪失（成） 259 （259）








Ⅰ F 37 本来ならやらなくてよいはずの甲状腺検査も…あの事故がなければ…そ
の時間を別に使えたのに…と思います。（2015-216）









Ⅰ F 37 世間が、子供達が、検査を受けつづけていることを、忘れているような
気がします。このまま一生検査を受けさせなければいけない事を、子供
に本当に申し訳なく思います。（2018-138）













Ⅰ F 38 震災後、甲状腺検査などに行く際の交通費を出してほしいです。場所に
よっては少し遠い所を指定されることがあるので。消費税も up したの
で家計に負担がかかります。（2015-927）








Ⅰ F 40 線量測定バッジを申込む人も激減していますが、ウチは息子 2 人に持た













Ⅰ G 41 震災で娘を一人っ子にしてしまい娘に大変申し訳なく思っています。実
は震災の年に、2 人目を…と考えていましたが、震災で「もう子供はあ
きらめよう！！」と思いました。（2016-769）











Ⅰ G 42 原発事故による放射能の影響で事故後数年、2 人目の子どもを産んでも
大丈夫か、不安と心配で 2 人目がつくれなかった。もっと早く子作りし
たかったのに大丈夫か、不安と心配でできなかった。35 才で 1 人目が
でき 36 才で原発事故（放射能）1 人目も高齢出産だったので原発事故
さえなければ 36、37、38 才で 2 人目がほしかった。今も兄弟がいれば…。
ほぼ毎日のように悔やんでいます。原発さえなければ…。（2015-944）
Ⅰ G 43 二本松は、放射能が高いにもかかわらず、避難区域に入らずとても不安
です。その為私も当時お腹にいた子供をおろしたまでです。（2013-2433）
予防的回避によるケイパビリティの制約と共同性の喪失（成） 261 （261）


































Ⅰ H 44 年収 400 ～ 600 万ですが、実家をリフォームして住んでいましたが、地
震で家の壁に亀裂が入り、そこから放射能が入り、その部屋だけ今でも










Ⅰ I 45 これから、この子たちの将来が不安でたまりません。健康、運動能力、
精神面すべてにおいて不安です。本当に思うのは、のびのびと外でなに
も心配することなく遊ばせてあげたいということです。（2013-1132）













Ⅰ I 46 放射能そのものの健康への影響不安もありますが、家の事も守りなが
ら、なおかつ " 原発 " があって、" そこら中に放射能（性）物質が散らばっ
ている " という緊張感をキープしながらずっと生活していく精神的スト
レスは、想像を超えると思います。（2014-2473）






























Ⅰ I 48 父、母は畑ができず、何もしないでいるうち、健康状態が悪くなってき
ました。どこかで生活を変えるきっかけが欲しいです。（2013-1365）










Ⅰ I 49 将来に全く不安がないわけではないし、ふつうに暮らしていても、小さ
な不安は残っている、消えない気がします。（2013-1252）
Ⅰ I 49 今は元気に過ごしている子供達が、数年後、何らかの症状が出たら…と
考えると、とても不安になります。（2014-837）
























Ⅰ I 50 今回子どもの、のどの腫れが気になり、甲状腺外来を受診すると





















































Ⅰ I 53 子供達を、もっとのびのび外で遊ばせたい…将来に不安だらけで、悩ん
でいます。このまま、福島に住んでいて、本当に大丈夫なのでしょうか？
いつも頭の中は、その事ばかりです。（2013-1716）


















Ⅰ I 55 結局、親は「自分が子どもを守る」「ある程度の被爆を覚悟する」とい
う決断を持って、一生、生きていく事になるんだと、半ばあきらめてお
ります。（2013-1850）




Ⅰ I 56 子供達が、" のどが痛い "" 具合が悪い " と口にするたびに放射線の影響
では？とすぐに思ってしまいます。（2013-2591）
Ⅰ I 56 ちょっとどこかいたい、とかせきがでると、「もしかして」とやっぱり
考えてしまうことが多いです。何もないまま、大きくなってもらいたい
です。（2013-1632）








































































































































Ⅱ J 65 原発事故のことはあまり気にしていないが避難している人の補償がいつ
まで続くのか。1 円ももらっていない私達が、県外の人からみて同じく
お金をもらっているなどとは思われたくない。（2015-1110）
Ⅱ J 65 私のアパートの周囲には浜通りからの避難している方が多くいるように
感じます（車のナンバーなどから）とても経済的に余裕があるようにみ






Ⅲ K 66 前までなら、庭で思いっきり遊び、どろんこ遊びも当たり前にできてい
たのに、今は、雨どいの下や土にさわるだけで " ダメっ " と大きい声を
出してしまいます。主人の実家が県外なので帰省の際に広い公園で遊ば
せていると、砂場で子供が " さわってダメ？ " と聞くのです。公園に砂
場があるのは、そこで遊べるからなのに、福島の子供たちは本当に当た
り前の事を奪われてしまったのだと胸が痛くなります。（2013-70）










Ⅲ K 67 事故前だったら、石を拾ったり、おもいっきり砂遊びをしたり、お散歩
など当たり前の事が、事故後にはすっかり出来なくなり、子供はストレ
スを感じている様です。（2013-103）
Ⅲ K 67 子供は敏感です。原発事故前までは普通に外遊びをしていたのに、事故
後、1 ヶ月以上もの間家から出ることのない生活でした。私は理解でき





Ⅲ K 67 子どもは、自転車のり、縄跳びなど、外で元気に体を動かしたい時期で
あるのに、時間を制限せざるをえず、室内では十分に満足できず、少し
のことでイライラすることが増えた。（2015-182）
Ⅲ K 68 子どもが外で草花、石、雪を触さわた時、「さわってはダメだよ！」と
声をかけます。子どもが「ほうしゃのうだから？」と聞きかえすのを聞
くたびに 3 才児の子どもが覚えるべき言葉なのだろうか…3 才児が話す
言葉が、放射能や線量計でいいのだろうか…と思い、心が痛くなります。
（2013-807）
Ⅲ K 68 4 才の息子が去年の雪が降った日に「放射能なくなったら遊んでいい」
と言われた時に、福島じゃムリだし、涙が出ました。（2013-2036）








Ⅲ K 69 原発事故後から外で遊ぶ時に場所をえらぶようになりましたが、私自身
車が無い為、なかなか外に出してあげられないのが現状で、子供達も私
もストレスがたまるのが、気がかりです。（2013-1426）
Ⅲ K 69 外であそびたいとおもえなくて、子どもも私もストレスがたまりイライ
ラしてしまう。（2013-1544）
Ⅲ K 70 子供が水たまりに入るとつい怒ってしまう。（2013-325）
Ⅲ K 70 今は落ちつきましたが、外へ出ると、土にはさわらないようガミガミし
ています。なので、外遊びはほとんどしません。（2013-1404）












Ⅲ K 71 常にイライラしてこどもにあたってしまう時もあり、自分がいやになり
ます。（2016-671）
Ⅲ K 72 雪を見れば、子供たちは遊びたいだろうけれど、遊ばせるのに、何の不
安もないはずが無く、雪遊び、外遊びが制限され、子供への説明にも困
ります。子供は「毒なの？」と聞いてきます。（2013-531）
Ⅲ K 72 子どもに「公園で遊びたい」と言われると、何と言ってやめさせていい
のか難しい。（2013-304）
Ⅲ K 73 子供は「何でふれてはいけないのか」分からず、話をしても納得できま
せん。目に見えて汚染されているのであればわかりますが、それもなく
子供にわかってもらうのはとてもむずかしいことです。（2013-1547）








Ⅲ K 74 親としてはなるべく外にだしたくない。だけど他の子どもたちがそとで
あそんでいると「ダメ」と言えない。（2013-2079）
272 （272）




Ⅲ K 76 運動が苦手なのは、震災後外遊びをさせなかったせいなのかと思ってし
まうと、母親として、子供に申し訳ない気持ちになってしまう。（2014-13）














Ⅲ L 80 福島県産の物を食べなくなった。「大丈夫だから…」と米や野菜を持っ
て来る義父との対立。（2013-325）














Ⅲ L 80 親戚が、作った野菜などを渡されると、夫の親戚をむげにも出来ず、い
ままでだったら喜んでもらっていた野菜がストレスに感じます。（2015-
769）





Ⅲ L 81 放射能が安全かそうでないか、夫と夫の両親との認識のズレがあり、と
てもつらかった。（2013-2057）




Ⅲ L 81 私達、親の考えと、夫の親と子育て、放射能に対する考えが全然ちがい
すぎて、すごく困る。子供の前で避難している人のことを悪く言ったり
するのもどうかと私は思う。（2014-5）


























Ⅲ L 84 私は直後から不安や心配がつきなく、できれば子ども達を安全な地域に
避難させたいと思いながら生活しています。地域の中、家庭の中でさえ
温度差があり、苦しい思いで生活しています。（2013-2228）



















Ⅲ L 86 今現在高知県に避難しています。夫とは考え方のちがいで離婚に向けて
話がすすんでいます。（2013-608）
Ⅲ L 87 主人とも週末にしかあえず、あまりうまくいってません。同じような家
庭がたくさんあると思います。もっと一家で避難を支援してくれると助
かります。（2013-724）









らない土地で数ヶ月の子供と 2 才の子供をつれて 1 人で育てる自信はあ
りませんでした。（2013-1856）














Ⅲ L 92 昨年 3 月夫方両親が避難先から自宅に戻ってしまった。自宅付近にある





















Ⅲ L 94 どうしても義父や義母は原発の危険なことを理解してくれないので相談
しにくい状況です。年上の方の理解をえるために色々な情報を…。
（2013-613）



































Ⅳ M 100 まわりにもう事故の不安を語る人はなく、そんなことを口にする人は "
少し変わった人 " と思われないか不安で誰にも話していません。皆も同
じ気持ちで、さぐりさぐりなのかもしれませんが…。（2018-509）













Ⅳ M 100 他の人とは、温度差があり、すべて本音で話せるところはありません。
あの日から、心から笑った日はありません。これが現実だと思います。
（2013-319）





Ⅳ M 101 福島市の人間は浜通りから避難してきた人間を歓迎していない人が多い
です。むしろ出て行ってほしいぐらいです。（2017-329）































Ⅳ M 102 4 月に引っ越してきて、福島に住んでいた事を伝えると震災の事が話題
になり、少しひかれる事がありました。（2018-138）
278 （278）





Ⅳ M 103 避難して帰って来た人と接するときは、やはり、少し気をつかって、話
します。地元の野菜とかあげる時とかあげない方がいいか…とか。
（2015-37）





Ⅳ M 105 現に友人でも、放射能の影響に過敏で、東電・国・市に対して常にうら
みつらみを言っている人がいて、一緒にいると嫌な気持ちになってき
て、距離を置きたいと思ってしまう。（2013-1205）
Ⅳ M 105 ママ同志のねたみやひがみなども見聞し、それもつらいです。（2013-
2210）








Ⅳ M 108 お隣さんは山形に避難していて、まだ戻る予定がないというのが少しさ
みしいです。（2014-450）



































































Ⅳ N 113 原発の避難者たちに、そろそろ税金や医療費を支払っていただきたい。
（2017-145）
Ⅳ N 113 仕事柄、相双地区から避難している方とかかわる機会がある。今も医療
費がかからず、病院を受診しているのをみると、そろそろ医療費くらい
は自己負担でいいのでは…と思ってしまう。（2018-202）






























































































































2016 年 7 月に発表した保養実態調査報告書によると、北海道、関西、長
野県、南関東を中心に全国で 234 以上の団体が保養の受け入れを行なって
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